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Ⅰ．緒言 
 
 2009年に開設されたスポーツ健康学部は、法政大学にお
ける体育系学部であり、現在  2 期生までが学んでいる。
2010年度より、 2 年生である 1 期生はヘルスデザインコー
ス、スポーツビジネスコース、スポーツコーチングコースの 
3 コースに分かれ、各々のコースで勉学に励んでいる。同時
に 2 年時より全専任教員のもとで各ゼミに所属し（必修で
はないものの95％以上が所属）、少人数制の演習形式の授業
において各教員の専門分野を学んでいる。 
 筆者の専門はスポーツ医学およびアスレティックトレーニ
ングであり、筆者自身は日本体育協会公認アスレティックト
レーナー（以下日体協公認AT）でもある。筆者のゼミでは
主にアスレティックトレーナーを目指す学生を受け入れ、ゼ
ミにおける教育や発表・実習を経て学生時代に（学生）ト
レーナーとして活動をすることを通して、将来の自身のキャ
リアについて考えてほしいと願っている。さらに「アスレ
ティックトレーナー」という目を通して、今後の日本のス
ポーツの在り方や方向性等について考えを深め、卒業研究を
通して形にした上で社会に羽ばたいてもらいたい。このアス
レティックトレーナー教育において重要な位置を占めるのは
「スポーツ現場実習」である。しかしながらアスレティック
トレーナー教育が始まったばかりの本学部内だけでは、実習
場所として不十分である。また本学に37部ある体育会につ
いても、実習先としてすべての体育会に対してお願いするの
は 3 キャンパス間の移動問題等もあり、今後の課題である。
そこで現場実習を行うための準備として、多摩体育館におけ
るトレーナー室において外部委託しているストレングスコー
チおよびアスレティックトレーナーとともに、筆者自身が活
動することとした。 
 本報告の目的は法政大学多摩キャンパス（多摩体育館）に
おける体育会のトレーナー室利用状況を把握すること、およ
びアスレティックトレーナーおよびストレングスコーチとし
ての取り組みの方向性探り、今後のアスレティックトレー
ナー教育における現場実習の基礎資料とすることとした。 
 
Ⅱ．方法 
 
１．方針 
 大学のトレーナー室という性格上、教育に重点を置いたセ
ルフコンディショニングもしくはトレーニングに対するアド
バイスという点に重点を置いている。その一方で筆者自身が
鍼灸マッサージ師であることもあり、各選手を評価した上で、
必要と判断した場合には鍼治療およびマッサージ治療を行っ
ている。 
 
２．対象と期間・実施方法 
 活動集計の対象は2010年 3 月から10月までに多摩体育館
トレーナー室を訪れ、筆者が相談・評価および処置を担当し
た対象者（学生選手）とした。対象者に対して、まず問診さ
らに評価を行い、その結果から、口頭によるアドバイスおよ
び運動（リハビリ／トレーニング）指導、ストレッチング指
導、鍼治療、マッサージ等を行った。ストレッチングについ
ては必ずパートナーストレッチにより自身の筋が伸びている
という感覚を得られるよう指導を行い、その後具体的なセル
フストレッチングを指導することとした。 
 
３．集計方法 
 実際に何らかの処置をした対象者をカルテに記録した上で、
集計は後ろ向きに行った。集計は開設日数と来所した対象者
の人数、競技（部活動）名、対象者の症状を持つ部位名とそ
の症状、筆者が実際に行った処置ごとに行った。部位・症状
や処置が複数ある者は、その部位・症状・処置ごとに一件と
して集計を行った。集計はすべて延べ人数とした。 
 
Ⅲ．結果 
 
１．開設日数と人数 
 開設日時と時間は、2010年 3 月12日から10月 8 日までの
計17日、時間は15時から18時まで（前期）と17時から19時
30分（後期）であった。対象者数は38名（男性32名、女性 6 
名）であった（図 2 ）。1 日平均2.2人であった。 
 
２．競技（部活動）名 
 利用のあった競技（部活動）名は多い順に、バドミントン、
陸上（長距離）、準硬式野球、陸上（短距離・跳躍）、ラグ
ビー、スキー、水泳、テニスであった（表 1 ）。 
 
３．部位・症状 
 相談のあった部位は、膝が最も多く13人（30%）を占めて
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いた。以下、大腿後面、足関節、腰部、肩、下腿と続き、部
位別にみると腰下肢の症状を持つものが多かった（表 2 ）。
また対象者の訴えていた症状は疼痛が最も多く、23人
（51%）であり、次いで違和感やだるさが12人（27%）、痛み
やだるさ等はないが、外傷・障害からの復帰を希望し、リハ
ビリテーションの具体的な方法を希望する者やトレーニング
の具体的なアドバイスを求める者が10人（22%）であった
（図 2 ）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 利用者の男女比 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 対象者の症状 
 
 
表１ 利用者の競技（部活動）名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表２ 外傷・障害部位の割合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．処置 
 来所し、問診・評価の結果、実際に行った処置としては、
鍼施術が最も多く19人（34%）であった。ついでマッサージ
とストレッチングがいずれも11人（19%）、さらにリハビリ
テーションメニューの処方もしくはトレーニングに関わる動
作の評価およびトレーニングの処方が 9 名（17%）、テーピ
ングが 7 名（12%）であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図3 行った処置の内容 
 
 
Ⅳ．考察 
 
１．多摩キャンパスにおけるトレーナー室の利用状況 
 2010年度に実施した多摩体育館トレーナー室における日
体協AT資格を持つ教員（筆者）によるアスレティックト
レーナー活動報告を行った。結果、開設日あたりの利用者数
は2.2人と少なかった。その一方、利用体育会部活動数は 7 
つであり、多摩キャンパスで展開している部活動数（10
部）からみると過半数以上の体育会が利用していたことは今
後に向けて明るい材料であった。 
 学生トレーナー教育の草分け的存在である国際武道大学の
山本は、大学内におけるトレーナー育成システムは、トレー
ナーを育成するために構築したのではなく、学内のスポーツ
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選手の医科学サポートを遂行するためのマンパワーとして学
生トレーナーの存在が不可欠であったために必然的に生まれ
たとしている1。2010年度、本学における活動にあたりト
レーナー活動に際して各部に対する働きかけなどの事前の活
動をしてこなかったことと、トレーナー活動自体の学内での
認知不足は否めない。しかしながら本学のトレーナー教員一
人のマンパワーでは明らかに限界があることが明らかとなっ
たともに、本学における学生トレーナー教育も学内における
スポーツ医科学サポートの充実のためにマンパワーの充実が
不可欠であることが確認できた。 
 
２．大学トレーナー室の在り方について 
 将来、アスレティックトレーナーとして自立を目指す学生
トレーナーとして学ぶものとして、外傷・障害の予防、ス
ポーツ現場における救急処置、測定と評価、コンディショニ
ング、アスレティックリハビリテーション（リコンディショ
ニング）、トレーナー（スポーツ）組織の運営、教育などが
あげられる2。これらを実践的に学べ、体験できる場が現場
実習である。なかでも大学におけるトレーナー室で実際に学
生トレーナー自身が体験できるのは、評価と測定、コンディ
ショニング、リコンディショニング、組織運営、そしてこれ
らを通した選手教育であろう。現在、本学では 3 キャンパ
スのトレーニングセンターの管理を外部業者に委託して運営
している。この形態のメリットは各キャンパスにプロのアス
レティックトレーナーおよびストレングスコーチが配置され
ていることで、安全にトレーニング（およびリハビリテー
ション）が行える点にある。しかし外部委託している業者は
プロフェッショナルなスタッフを派遣する一方で、資金面の
制約から必要最小限の人数しか各施設に配備できないため、
現場における各選手への指導（教育）よりも、現場において
選手に安全かつ効率よくトレーニングを実施してもらうとい
う、トレーニングルームの管理と運営が活動のメインとなっ
ている。今後、この外部委託しているプロのアスレティック
トレーナーやストレングスコーチに、学生トレーナー活動に
指導的な立場で積極的に参加してもらうことで、文字通りの
学生トレーナー教育だけでなく、トレーニングセンターを利
用する選手教育の面からコンディショニングおよびリコン
ディショニング能力の向上に関わってもらうことが可能にな
ると考える。 
 
３．今後の課題 
 2011年度から始まるスポーツ健康学部の日体協公認ATカ
リキュラムにおける現場実習において、筆者は多摩体育館ト
レーナールームを中心的な存在にしたいと考えている。学生
トレーナーチームの運営における重要事項として、先行事例
では学内の各運動部との連携、および医師を中心とした学内
のスポーツ医科学システムの構築を掲げている3。この点は
本学にもあてはまると考えている。多摩キャンパスにおける
体育会活動の存在価値を高めるためにも、今後は多摩キャン
パスにおける医師（である教員）を中心としたスポーツ医科
学システムの構築が重要な課題になると考える。 
 
Ⅴ．結語 
 
 2010年度に開始したトレーナー教員の活動から、今後の
学生トレーナー教育の方向性と今後の課題を論じた。今後の
一番の期待は現場実習を通してトレーナーを目指す学生ト
レーナー達が育ってくることにある。このマンパワーを上手
に活用することにより、法政大学における新しい形のスポー
ツ医科学サポートシステムの構築に努力していきたい。 
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